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2005～2006

東京城西ロータリークラブ
会長
西 潟 眞 澄

幹事
下 吹 越 一 孝

西 潟 眞 澄
粟田武之助
熊 野 隆 喜
熊 野 隆 喜
下吹越一孝
毛 利 元 昭
山 中 一 弘
深 澤 朝 房
古 屋 文 隆
山 賀 　 豊
皆 川 明 良
中 村 浩 士
染 矢 廣 美
堀 口 容 一
石 原 彰 恭
大 塚 文 輝
井 坂 　 宏
田 倉 　 整
中 村 久 和
近 藤 昭 夫
近 藤 昭 夫
伊 尾 　 正
田 嶋 春 一
古 谷 孝 治
根 本 信 男
喜 多 崇 介
大河原史敏
片 倉 　 冀
宇 住 晃 治
岩 松 章 泰
小 倉 義 人
飯 野 公 一
竹 尾 正 巳
依 田 　 強
菊 池 吉 純
東 山 晴 雄

会長
副会長
〃
会長エレクト
幹事
副幹事
〃
〃
〃
SAA
会計監査
会計
パスト会長
国際奉仕委員長
世界社会奉仕委員長
米山記念奨学委員長
ロータリー財団委員長　
社会奉仕委員長
環境保全委員長
新世代委員長
インターアクト委員長
ローターアクト委員長
青少年交換委員長
ジュニア支援委員長
職業奉仕委員長
クラブ奉仕委員長
出席委員長
親睦委員長
プログラム委員長
会員増強委員長
会員選考委員長
職業分類委員長
ロータリー情報委員長
雑誌・広報委員長
会報委員長
危機管理委員長

理事および役員・委員長

国際ロータリークラブ
会長
カール・ヴィルヘルム・ステンハマー
 （スウェーデン）
［テーマ］
超我の奉仕 

第2750地区
ガバナー
東京銀座RC
市 川 伊 三 夫

アメリカンクラブにてキックオフパーティー
インターアクト年次大会
３RC合同ガバナー公式訪問合同夜間例会
ふれあい運動会
福音会にて出前寄席
聖明園清掃奉仕
「鳳凰」にてクリスマス家族親睦会
ウエスティンホテルにて山の手東グループIM
新高輪プリンスホテルにて地区大会
ヒルトン東京にて３ＲＣ合同夜間例会
コペンハーゲン・マルメにて国際大会

東京城西ロータリークラブ　主な出来事

西潟眞澄 会長方針　〈 元気の出るロータリー 〉

図らずもロータリー第二世紀最初の年度の会長を勤めさせていただきます。市川ガバナーは「ロータリー第二
世紀の第一章を共に書こう」と格調高く宣言しておられます。
皆様ご存知の通り、ロータリーはこのところ世界的に会員の減少傾向という基本的な問題を抱えております。
当クラブとしても例外ではありません。
世界中の168ヶ国・地域で32,000を超えるクラブと120万人の会員を擁するロータリーに制度疲労が起こっ
ているのでしょうか。または、組織が肥大化しすぎて総身に神経が行き届かなくなってしまったのでしょうか。
ロータリーの基本理念である職業をもとにした奉仕を通じて会員の親睦を深める、という理想が訴求力を
失ってきているのでしょうか。ロータリーが単なる仲良しクラブとして他の数多くある親睦・社交団体と区別が
つかなくなってきているのでしょうか。クラブの運営や奉仕活動が惰性に流れて、会員の参加意欲が殺がれて
きているのでしょうか。メンバーの質が落ちて新たに会員となる魅力が薄れているのでしょうか。
このような疑問に答え、それに対する対応をとらなければ、ロータリーには第三世紀どころか第二世紀の継続さえ危
うくなってしまうでしょう。しかし、私とも一クラブに出来ることは、身近な所から手つけることしかないと思います。
第一の奉仕と親睦について云えば、現在の奉仕活動が本当に会員のすべてに良く理解され支持されているで
しょうか。「どういう奉仕をしているのか分かりにくい」「ごく一部の人が熱心にやっているだけ」という声も聞
こえます。奉仕活動を企画・実行するために汗をかき知恵を出し合うところに、ロータリアンとしての友情や相
互の信頼感が生まれます。奉仕活動の現状と展望を良く理解し、一人でも多くの人に参加していただくことが
重要と思います。
友人を作る。親しい仲間との交流はロータリーの最大の魅力です。良質な引退後のシニアクラブとして、長い
付き合いで気の置けない友人との交流は得難い人生のアクセントです。職業や専門を異にする人たちからの
仲間内の親身なアドバイスで新たな視野が開かれた方も多いでしょう。自然発生的な仲間の付き合い、趣味
を同じくする人々の集い、家族を交えた折々の会食や旅行、時には他のクラブの人々との同じロータリアンとし
ての交流。出来るだけ多くの会員がその輪の中に受けいれられ、喜びを享受できるような配慮が必要です。
ロータリークラブ運営上の最大の特徴は単年度主義です。役員や理事は毎年代わります。これは人事や活動
の停滞や偏りを防ぐ、優れた知恵です。しかし同時に継続性にいささか問題も生じます。良いものをどのよう
に継続し、社会の流れや要請に合わなくなったものをどう変えるか、如何にして多くの会員に現状を理解して
もらいその意思をくみ上げるかは執行部や委員長の重要な挑戦テーマになります。
一人の会員としてメンバーの質を云々するのはおこがましいと言えるでしょう。しかし、自ずとロータリーの仲
間として信頼し尊敬できる人のイメージはあるはずです。そういう人たちが愉しんで良い仕事をしている所に、
良い人たちが集まってくる。それが増強の原則と思います。その逆もあり得るのです。メンバーが夫々優れた友
人を誘いたくなるクラブでありたいと願っています。
以上のようなことを考えながら、微力ながら皆様方とこの一年やっていきたいと考えています。それが私のク
ラブ奉仕と思います。
執行部の方々、各委員長、それに会員のみなさまよろしくお願い申し上げます。

○…役員
◎…理事
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14日
8日

23日
14日
31日
16日
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11日

7月
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2004～2005

東京城西ロータリークラブ
会長
中 西 信 策

幹事
菊 池 吉 純

中 西 信 策
沼 津 仁 郎
伊 尾 　 正
西 潟 眞 澄
菊 池 吉 純
東 山 晴 雄
中 村 浩 士
毛 利 元 昭
山 中 一 弘
根 本 信 男
大 塚 文 輝
皆 川 明 良
島 津 佳 夫
喜 多 崇 介
加 藤 良 樹
堀 口 容 一
井 坂 　 宏
貞 松 愼 治
近 藤 昭 夫
小 平 　 健
粟田武之助
山 田 秀 夫
大河原史敏
下吹越一孝
木 下 　 豊
福 島 恒 雄
中 村 久 和
岩 松 章 泰
山 賀 　 豊
藤 井 俊 明
加 藤 久 明
松 井 統 治
西 潟 眞 澄
尾 崎 光 三
飯 野 公 一
宇 住 晃 治
片 倉 　 冀
田 嶋 春 一

熊 野 　 喜

会長
副会長
〃
会長エレクト
幹事
副幹事
〃
〃
〃
SAA
会計監査
会計
パスト会長
前会長
国際奉仕委員長
世界社会奉仕委員長
米山記念奨学委員長
ロータリー財団委員長　
社会奉仕委員長
環境保全委員長
新世代委員長
インターアクト委員長
ローターアクト委員長
青少年交換委員長
職業奉仕委員長
クラブ奉仕委員長
出席委員長
親睦委員長
プログラム委員長
会員増強委員長
会員選考委員長
職業分類委員長
ロータリー情報委員長
雑誌・広報委員長
会報委員長
インターネット活動委員長
新会員フォロー委員長
危機管理委員長
RⅠ100周年記念
事業推進実行委員長

理事および役員・委員長

国際ロータリークラブ
会長
グレン E. エステス シニア  （米）
［テーマ］
ロータリーを祝おう

第2750地区
ガバナー
東京港南RC
仲 田 順 和

キックオフ・クルージングパーティー
インターアクト年次大会
3RC合同ガバナー公式訪問
ふれあい運動会
山の手AグループIM
福音会にて出前寄席
「聖明園」清掃奉仕
クリスマス家族親睦会
新高輪プリンスホテルにて地区大会
2000回記念夜間例会（第1999回例会）
３RC合同夜間例会
RI100周年シカゴ国際大会

東京城西ロータリークラブ　主な出来事

中西信策 会長方針　〈 時代の風に乗ろう ー開かれたクラブを目指して 〉

RⅠ100周年という記念すべき年度に、当クラブの会長という大役の指名を受け、大変名誉な事と感じると
共に、その責任の重さにあらためて身の引き締まる思いであります。
ともかく良い一年にするべく、粉骨砕身あい努めますので、どうかご協力の程よろしくお願い申し上げます。
さて、100周年という区切りのいい年ということで言えば、ごく自然にその誕生からの100年間を振り返り、
そしてまた次の100年に思いをはせるということになろうかと思いますが、そうした中でもやはり一番大事
なのは自クラブのことであります。
40数年前に誕生し、それだけの歴史と伝統のある当クラブが、これから先さらに充実した楽しいクラブとな
り、高い品格を保ちつつ活力も失うことなく発展していく為にはどのようにしていけばいいのかを常に考え
ながらやっていきたいと思います。
例えば、きちんとしたマネージメント、あるいは新しい仲間を増やすこと、奉仕活動、親睦行事に全員参加を
目指すこと、etc留意すべきことはいろいろあると思います。
それから世紀が変わり、世界が、時代が大きく動いていく中で、ロータリーも今まで以上に積極的に社会に
情報発信していくべきではないかと思います。
′′陰徳を積む′′という姿勢もそれはそれですばらしいあり方とも思いますが、今はロータリーの事、城西クラ
ブの事をもっともっとひとりでも多くの人に知ってもらうことが必要な時ではないでしょうか。
やはり100年も続いて世界中に発展したのには理由があると思います。そうしたロータリーのすばらしさ
や、その中に城西のように楽しくてかつ意義のあるクラブが存在することを多くの人々に知らしめたいと思
います。そうしてそうすることによって、さらにまた広がりができたり新たな可能性が生まれたりするのでは
ないでしょうか。幸い城西のホームページもできたところですし、これから積極的に情報発信していくには
とても良いタイミングだと思います。
皆様と共にさらに良い城西ロータリークラブをつくっていきたいと願っております。最後に重ねて今期一年
間よろしくお願い申し上げます。

○…役員
◎…理事
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28日
7日
29日
2日
27日
6日
23日
8日
10日
30日
23日
19日

7月
8月
9月
10月
10月
11月
11月
12月
2月
3月
4月
6月

○
○
○
○
○

○
◎
◎
◎
◎
◎

◎

◎

◎
◎

◎
◎
◎

◎

◎

2003～2004

東京城西ロータリークラブ
会長
喜 多 崇 介

幹事
田 嶋 春 一

喜 多 崇 介
藤 井 俊 明
加 藤 良 樹
中 西 信 策
田 嶋 春 一
粟田武之助
菊 池 吉 純
東 山 晴 雄
松 丸 敦 之
伊 尾 　 正
飯 野 公 一
下吹越一孝
鏑 木 　 享
加 藤 久 明
伊 尾 　 正
大 塚 文 輝
岩 松 章 郎
尾 崎 光 三
山 田 秀 夫
井 坂 　 宏
木 下 　 豊
國 澤 潤 三
皆 川 明 良
福 嶋 恒 雄
山 賀 　 豊
川 上 茂 久
鈴 木 　 勲
太 田 孝 彦
浜 崎 一 成
小 倉 義 人
田 倉 　 整
松 井 統 治
島 津 佳 夫
染 矢 廣 美
依 田 　 強
小 貫 員 義
伊 東 祐 義
貞 松 愼 治
中 西 信 策

熊 野 隆 喜

会長
副会長
〃
会長エレクト
幹事
副幹事
〃
〃
〃
SAA
会計監査
会計
前会長
パスト会長
国際奉仕委員長
世界社会奉仕委員長
米山記念奨学委員長
ロータリー財団委員長　
社会奉仕委員長
環境保全委員長
新世代委員長
インターアクト委員長
ローターアクト委員長
青少年交換委員長
職業奉仕委員長
クラブ奉仕委員長
出席委員長
親睦委員長
プログラム委員長
会員増強委員長
会員選考委員長
職業分類委員長
ロータリー情報委員長
雑誌・広報委員長
会報委員長
拡大委員長
インターネット委員長
新会員フォロー委員長
危機管理委員長
RⅠ100 周年記念
事業推進実行委員長

理事および役員・委員長

国際ロータリークラブ
会長
ジョナサン B. マジィアベ 
（ナイジェリア）
［テーマ］
手を貸そう 

第2750地区
ガバナー
東京立川RC
鈴 木 正 二

キックオフパーティー
３RC合同ガバナー公式訪問
クリスマス親睦会
地区大会
3RC合同夜間例会
RI国際大会in大阪

東京城西ロータリークラブ　主な出来事

喜多崇介 会長方針　〈 青少年に夢を！ー楽しいロータリークラブにー 〉

本年は国際ロータリーの99年、城西ロータリー41年にあたります。会長をお引き受けすることになり責任
を感じます。会員の皆さんのご協力によりこの一年間「やすらぎ」と「しあわせ」の楽しい例会、奉仕の歩み
を通じ会員皆さんの親睦を深めたいと思います。前会長の鏑木さんの方針をうけ、次の中西さんに引き継ぐ
ことができるようにがんばります。お蔭様でクラブの改善も進み、今期の活動計画も決まりました。会員の
無理のないご協力をお願いいたします。今期は加藤良樹さん、藤井さんの二人の副会長さん、幹事の田嶋さ
ん、各委員長さんが活躍していただきます。会員のお世話をしますが、この一年間クラブライフが有意義な
ものになるよう、また会長をかげながら助けていただきたいとお願いいたします。

○…役員
◎…理事
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30日
18日
10日
26日
7日
23日

7月
9月
12月
2月
4月
5月

◎
◎
◎
△

△

△

◎
◎

◎

◎

◎
◎

◎
◎

◎

◎

1995～1996

東京城西ロータリークラブ
会長
古 谷 孝 治

幹事
武 井 宏 仁

古 谷 孝 治
櫻 田 陽 三
田 倉 　 整
武 井 宏 仁
山 田 秀 夫
中 西 信 策
加 藤 久 明
漆 間 英 治
近 藤 昭 夫
西連寺勝久
茂 木 誠 陸
今 井 正 一
小 倉 義 人
藤 井 俊 明
鏑 木 　 享
狭 川 勝 明
尾 崎 光 三
若 月 英 一
中 嶋 一 磨
飯 野 公 一
伊 尾 　 正
横 尾 　 肇
染 矢 廣 美
伊 東 祐 義
久 米 安 雄
林 　 弘 之
山岡竹三郎
浦田儀一郎
関 家 志 郎
西 潟 眞 澄
川 上 茂 久
雨 宮 亮 平
大 塚 文 輝
島 津 佳 夫
小 川 智 儀
松 尾 慶 助
三田村之弘
坂 井 武 宣
喜 多 崇 介
岩 松 章 郎

会長
副会長
会長エレクト
幹事
副幹事
〃
〃
SAA
副 SAA
会計
会計監査
理事
国際奉仕委員長
世界社会奉仕委員長
米山記念奨学委員長
ロータリー財団委員長
青少年交換委員長
社会奉仕委員長
人間尊重委員長
地域発展委員長
環境保全委員長
協同奉仕委員長
青少年奉仕委員長
インターアクト委員長
ローターアクト委員長
職業奉仕委員長
クラブ奉仕委員長
出席委員長
親睦活動委員長
プログラム委員長
会員増強委員長
会員選考委員長
職業分類委員長
ロータリー情報委員長
雑誌委員長
会報委員長
拡大委員長
グループ活動委員長
新会員フォロー委員長
広報委員長

理事および役員・委員長

国際ロータリークラブ
会長
ハバート G. ブラウン（米）
［テーマ］
真心の行動 慈愛の奉仕 平和に献身 

第2750地区
ガバナー
東京銀座RC
丸 山 　 宏

古谷孝治 会長方針　〈 ロータリーライフに心を込めて 〉

21世紀を目前にしての、政治、経済、社会など、あらゆる分野に於ける大きな変革の流れには、目を見張るも
のがありますが、ロータリーも同様に変化する中で、其の意義を見つめ、広く、友愛の理想を掲げ、アクティ
ブに心を込めてロータリーライフを求めてみたいと思います。
さて、我が、東京城西ロータリクラブは、先輩諸兄の創意と努力のもと1980年に東京城北ロータリークラ
ブ、そして1983年に東京西南ロータリークラブ、そして1988 年に東京杉並ロータリクラブを拡大し、亦、
1988～1989年度にはガバナーとして、松原治会員が選出され、グアムに於ける地区大会では、大きな友愛
の絆ともなりました。
四大奉仕部門に於ても、バギオ基金、中国帰国孤児、W.H.Oに於けるポリオ、そして同額補助金制度を活用
して、人道的国際プロジェクト等、奉仕活動の大きな環が益々拡がりつつあります。斬様な活動がクラブの
心の結晶であり、貴重なソフトであろうかと思います。
今般、1996～1997年度ガバナーノミニーとして、当クラブより中村健二郎会員が選出されました。皆様ご
高承の通り、ガバナーの職務が大変な激務、激職であります。中村会員にはご健康にご自愛を願いつつ奉仕
へのナイトとしてご健闘を祈ります。選ばれました当クラブも準備万端、会員挙ってのご協力をお願い致し
ます。
全て、結晶には歴史があろうかと存じます。生成から今日迄、会員各位のご協力には頭が下ります。さらに今
年度は、全会員のご協力を得て奉仕活動に心を込めて努め、後年度により良き情報を伝えるべく心掛け、我
が城西100年の為に良きウェーブ（波）となることを願って参ります。
1.委員会　委員長に会歴経験等の長・短を含め、若い方々には出来るだけご経験頂く機会を作り、クラブの
目標と活動計画に基づき、活力のある委員会運営を進める。
2.会歴、役員経験の永いベテラン会員に、カウンセラーとして委員会活動のバックアップをお願いしたい。
3. 新会員にはロータリーをよりご理解頂くことを目標に、紹介者、ロータリ情報、そして新会員フォロー、三
委員会のもと、クラブの資質向上を目指す。
4.今期、有効なクラブ運営を考え、雑誌委員会に当クラブの方向はもちろん、今後のRI、地区当に関連のあ
る事項についても会員諸兄に委ね、検討致します。

「クリスタルルーム」にて新年度発足パーティー
中野ZERO会館にてインターアクト年次大会
御夫人をご招待しての夜間例会
琵琶湖と京都の旅
第32回ふれあい運動会
「メリディアン パシフィックにて３分区合同I・M
「福音会」にて出前寄席
聖明園勤労奉仕
「鳳凰」にてクリスマス会
「鳳凰」にて３クラブ合同夜間例会
ローターアクト年次大会
観劇会
虎ノ門ホールにてチャリティーコンサート
東京ベイN・Kホールにて地区大会
「なべや」にて観桜会
九州親睦旅行
「シリウス」にて最終例会

東京城西ロータリークラブ　主な出来事

△…職権理事
◎…理事
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26日
31日
27日
26日
28日
15日
18日
23日
13日
31日
4日
14日
23日
8日
10日
18日
26日

7月
7月
9月
10月
10月
11月
11月
11月
12月
1月
2月
2月
2月
3月
4月
5月
6月

1994～1995

東京城西ロータリークラブ
会長
雨 宮 亮 平

幹事
櫻 田 陽 三

雨 宮 亮 平
瀧 野 秀 雄
古 谷 孝 治
櫻 田 陽 三
鏑 木 　 享
近 藤 昭 夫
久 米 安 雄
関 家 志 郎
浦田儀一郎
飯 野 公 一
西 潟 眞 澄
黄 　 志 雲
倉 橋 一 郎
根 本 信 男
中 西 信 策
武 井 宏 仁
林 　 弘 之
橋 本 文 隆
山 田 秀 夫
加 藤 久 明
藤 井 俊 明
木 村 和 弘
辻 　 好 美
坂 井 武 宣
小 倉 義 人
漆 間 英 治
若 月 英 一
辻 　 厚 成
松 井 統 治
三田村之弘
喜 多 崇 介
大 塚 文 輝
坂本扶志起
狭 川 勝 明
小 貫 員 義
染 矢 廣 美
岩 松 章 郎
斎 藤 静 廣

会長
副会長
会長エレクト
幹事
副幹事
〃
〃
SAA
副 SAA
会計
国際奉仕委員長
世界社会奉仕委員長
米山記念奨学委員長
ロータリー財団委員長
青少年交換委員長
社会奉仕委員長
人間尊重委員長
地域発展委員長
環境保全委員長
協同奉仕委員長
青少年奉仕委員長
インターアクト委員長
ローターアクト委員長
職業奉仕委員長
クラブ奉仕委員長
出席委員長
親睦活動委員長
プログラム委員長
会員増強委員長
会員選考委員長
職業分類委員長
ロータリー情報委員長
雑誌委員長
会報委員長
拡大委員長
広報委員長
グループ活動委員長
新会員歓迎委員長

理事および役員・委員長

国際ロータリークラブ
会長
ビル・ハントレー  （英）
［テーマ］
友達になろう 

第2750地区
ガバナー
東京八王子RC
矢 野 洋 四 郎

雨宮亮平 会長方針　〈 新しい時代に活気あるクラブライフを 〉

政治、経済すべての分野で変容の時代といわれる今日、ロータリーもその例外ではありません。1905年シ
カゴにおけるその発足から約90年、1920年の日本の加盟からでも70余年のその長い歴史の中で、ロータ
リーは輝かしい活動を続ける一方で、組織の肥大化は、改めて事大主義の贅肉をおとし、本来の姿に帰るこ
とを要求されていると思います。
このような背景の中で、ロータリーが原点に帰って真の活気を取り戻すためには、第一に我々が、もっと
ロータリーを識ること、第二に我々の仲間を識ること、そしてそのコミュニケーションの中に活性化を図るこ
とが、何よりも必要であると思います。
わが城西ロータリークラブの30年の歴史は多数の会員の英知と努力によって造られてきたわけですが、一
方会員の構成を見ると5年未満の会員が２５％、10年未満となると実に43％を占めています。　これら新
しい会員を含めて、会全体が互いに識り合い城西という絆で結ばれてこそ、活気あるクラブ活動につなが
るのではないでしょうか。ポール・ハリスもその著「ロータリーへの道」の中でロータリーの目的は人々が相
互理解を深め、その結果思いやりと友情が深まり助け合いができるようにすることです」と説いています。
クラブ奉仕委員会と手を組んで、親睦と相互理解の場を仕かけて行きたいと考えています。
対外的な4大奉仕活動においても厳しい不況下にあってこそ、本来の体に汗するような奉仕の意味を思い
つつ、活動を行うことが求められていると思います。そのなかでも、今年は高齢者、身障者を対象とした、社
会奉仕活動と、次代を担う青少年を対象とした活動に力をおきたいと考えています。創設以来6年を経た
ロータリーアクトについても、我々の奉仕はどうあるべきかを考えながら、その基礎を固め、一層の発展を
期したいと思います。
予算については、不況のただなか、次年度も会費を30万以内に押えるという考えで編成しました。事務費が
値上がりしているため、事業費は本年度より5％減額になります。そのため、予算を各委員会総花的に配分
することをせず、原則として5大委員長のもとに集握することとしました。必要に応じ、有機的、有効な支出
を考えて行きたいと思います。
以上、簡単に今年度クラブ活動の方針を述べさせて頂きました。この一年、楽しく愉快にやりたいと思いま
すが、精一杯頑張りますので、宜しくご協力の程御願い致します。

◎
◎
◎
△

△

△
◎

◎

◎

◎
◎

◎
◎
◎

◎

◎

「ウラク」にて新年度発足パーティー
「きゅりあん」にてインターアクト年次大会
第一回JRGC
ふれあい運動会
３分区合同I・M
鎌倉ぶらり旅
クリスマス会
浅草「ひさご庵」にて忘年会
ヒルトンにて３クラブ合同例会
家族親睦札幌雪祭り旅行
地区大会
椿山荘にて観桜会
新潟男の旅

東京城西ロータリークラブ　主な出来事

△…職権理事
◎…理事
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30日
1日
6日
8日
21日
22日
14日
21日
26日
4日
10日
5日
18日

7月
8月
9月
10月
11月
11月
12月
12月
1月
2月
3月
4月
5月

1993～1994

東京城西ロータリークラブ
会長
三 田 村 之 弘

幹事
黒 川 昭 治

三田村之弘
古 谷 孝 治
雨 宮 亮 平
黒 川 昭 治
佐々木宣昭
藤 井 俊 明
中 西 信 策
狭 川 勝 明
関 家 志 郎
久 原 　 巽
坂 井 武 宣
岩 松 章 郎
橋 本 文 隆
新 妻 宏 充
堀 　 泰 助
黄 　 志 雲
染 矢 廣 美
根 本 信 男
鏑 木 　 享
西 潟 眞 澄
林 　 弘 之
島 津 佳 夫
今 井 正 一
宮坂伊兵衛
川 上 茂 久
和 田 　 武
木 村 和 弘
山 田 秀 夫
辻 　 厚 成
山岡竹三郎
小 倉 義 人
武 井 宏 仁
大 塚 文 輝
西連寺勝久
小 貫 員 義
瀧 野 秀 雄
喜 多 崇 介
漆 間 英 治
伊 東 祐 義
松 井 統 治
竹 尾 正 巳
櫻 田 陽 三
坂 井 武 宣

◎
◎
◎
△

△

△
◎
◎

◎

◎

◎
◎

◎
◎

◎

◎

会長
副会長
会長エレクト
幹事
副幹事
〃
〃
SAA
副 SAA
〃
〃
〃
〃
会計
理事
国際奉仕委員長
世界社会奉仕委員長
米山記念奨学委員長
ロータリー財団委員長
青少年交換委員長
社会奉仕委員長
人間尊重委員長
地域発展委員長
環境保全委員長
協同奉仕委員長
青少年奉仕委員長
インターアクト委員長
ローターアクト委員長
職業奉仕委員長
クラブ奉仕委員長
出席委員長
親睦活動委員長
プログラム委員長
会員増強委員長
会員選考委員長
職業分類委員長
ロータリー情報委員長
雑誌委員長
会報委員長
広報委員長
拡大委員長
グループ活動委員長
新会員歓迎委員長

理事および役員・委員長

国際ロータリークラブ
会長
ロバート・バース （スイス）
［テーマ］
行動に信念を－信念は行動に 

第2750地区
ガバナー
東京日本橋RC
紫 野 　 巖

東京城西ロータリークラブ　主な出来事

三田村之弘 会長方針　〈 心温まるロータリーを目指して 〉

1993～1994年度の会長をお引き受けすることになりましたが、実感として知っていたつもりのロータリー
クラブなんですが、実は余りにも知識を持っていないことに気がつきました。今更あわててもどうにもならな
い気持ちです。こうなった以上は、わからなくても皆様が興味を持っていただける手段方法を考えて、楽しく
そして参加しやすい雰囲気をつくり出すことに全力投球するだけだと思いました。３０年の伝統を持つ東京
城西ロータリークラブは、何といってもチャーターメンバーをはじめ、歴代の会長、役員のすぐれた頭脳と努
力によって積み上げられたものです。それが少しでも発展するよう努力するつもりです。
現代は、少しでも合理性を、少しでも効率化を追求する時代ではありますが、それが強くなれば強くなる程、
奉仕の精神を柱とした人間愛を中心としたグループ活動は、仕事に追われる人間にとって素晴らしいオアシ
スでなければなりません。RI会長のロバートR・バース氏は『行動に信念を、信念は行動に』と『信念』を強調
しておられますが、　何をするにしましても『思い入れ』がなければ、全て花開くわけにはいきません。私は志
を同じくするものが、語り合い、そして遊びに興じ、形を変え、品を変え、品を変えて心と心の結びあえる
ロータリーにしたいと思っております。もう、基本的なことや体制的なことは確立されています。
後は、あたらしく入会された人、そして若い人と古い人等が混然となって、お互いにプラスになる面を出し合
うようなものを育てたいと思います。私はその点、ロータリーの発展はお互い知り合うことから始まると思っ
ています。社会活動や奉仕活動は、全てこの人間のコミュニケーションからだと言っても過言ではありませ
ん。余り充分なことは出来ないかもしれませんが、心の温まるロータリーを目指して頑張りますので、皆様全
員のご支援協力をお願い致します。

「クリスタルルーム」にて新年度発足パーティー
ガバナー公式訪問
シーボニアクルージング
インターアクト年次大会
香港グルメ＆ショッピング旅行
金沢旅行
パシフィックホテルにて３分区合同IM
クリスマス家族親睦会
忘年会
西南RCと合同例会
新高輪プリンスホテルにて地区大会
西伊豆旅行
台北市にて国際大会　台湾旅行

△…職権理事
◎…理事
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14日
28日
29日
3日
23日
3日
8日
15日
22日
25日
4日
16日
12日

7月
7月
7月
8月
9月
11月
11月
12月
12月
1月
3月
3月
6月


